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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｏ
Ｏ
Ｏ
外
伝
／
Ｎ
ｏ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
８
６
８
Ｓ

【
作
者
名
】

　
神
狼

【
あ
ら
す
じ
】

　
異
世
界
か
ら
来
た
ネ
オ
グ
リ
ー
ド
。
そ
し
て
、
ネ
オ
グ
リ
ー
ド
と
同
じ
世
界

か
ら
来
訪
し
た
少
年
と
新
た
な
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
。
交
わ
る
は
ず
の
無
い
存
在
同

士
が
交
わ
っ
た
時
、
世
界
に
大
い
な
る
混
乱
と
深
き
欲
望
を
生
み
出
す
で
あ
ろ

う
。

※
警
告
※

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー
ズ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
展
開
を
加
え
た
二
次
創
作
作
品
で
す
。

内
容
が
中
二
＋
投
稿
者
の
グ
ダ
グ
ダ
な
文
章
力
で
読
み
苦
し
い
小
説
に
な
っ
て

っ
ぽ
い
か
も
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い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
い
い
と
言
う
器
が
広
く
、
心
優
し
い
、

お
方
は
ど
う
ぞ
（
≧
∇
≦
）
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プ
ロ
ロ
ー
グ

―
２
０
１
１
年
 

異
世
界
の
日
本
に
て
…

？
「
お
前
、
裏
切
っ
た
の
か
！
！
？
人
間
を
…
。
」

グ
リ
ー
ド
「
フ
ン
ッ
！
我
ら
は
決
し
て
消
え
る
事
も
無
く
、
必
要
最
低
限
以
上

の
欲
望
を
持
ち
続
け
る
人
間
に
諦
め
が
付
い
た
…
だ
け
だ
ぁ
ッ
！
！
」

対
立
す
る
グ
リ
ー
ド
と
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
…
。
そ
し
て
、
グ
リ
ー
ド
の
強
烈
な
キ

ッ
ク
を
受
け
た
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
は
…

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
「
グ
ア
ッ
…
！
！
」

後
退
り
を
し
な
が
ら
、
変
身
を
半
強
制
的
に
解
除
さ
れ
た
…
。

グ
リ
ー
ド
「
ど
う
や
ら
、
こ
れ
で
ト
ド
メ
ら
し
い
な
。
」

少
年
「
・
・
・
ク
ソ
ッ
…
！
う
…
ウ
ワ
ア
ァ
ァ
ァ
ッ
！
！
！
」

裏
切
ら
れ
た
絶
望
と
勝
て
る
見
込
み
の
無
い
悲
し
さ
、
悔
し
さ
と
言
っ
た
感
情

に
染
め
ら
れ
た
少
年
が
立
ち
上
が
っ
た
時
…

―
ピ
カ
ァ
ッ
！
―

グ
リ
ー
ド
「
何
だ
こ
れ
は
！
！
？
も
し
か
し
て
、
ア
イ
ツ
と
反
応
し
て
、
体
内

の
コ
ア
メ
ダ
ル
が
光
っ
て
い
る
の
か
！
？
」

そ
の
光
は
や
が
て
、
少
年
や
周
囲
に
い
た
全
て
の
グ
リ
ー
ド
達
を
包
み
込
み
、

光
が
消
え
る
と
、
そ
の
周
り
に
は
誰
も
い
な
か
っ
た
…
。

少
年
「
此
処
は
…
何
処
な
ん
だ
…
…
？
」

―
バ
タ
ッ
―

…
―
数
週
間
後
 

２
０
１
１
年
 

日
本
に
て
―

比
奈
「
映
司
く
ん
、
ゴ
メ
ン
ね
…
。
買
い
物
一
緒
に
付
い
て
来
て
く
れ
て
。
」

映
司
「
気
に
し
な
い
で
、
比
奈
ち
ゃ
ん
。
ど
う
せ
、
今
日
は
特
に
す
る
事
も
無

い
し
さ
。
」

比
奈
「
じ
ゃ
あ
、
後
で
お
茶
し
な
い
？
私
が
奢
る
か
ら
。
」
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映
司
「
有
難
う
。
比
奈
ち
ゃ
ん
！
」

映
司
は
そ
の
言
葉
に
歓
喜
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
映
司
は
ま
だ
気
付
い
て

は
い
な
か
っ
た
。
ビ
ル
の
上
か
ら
眺
め
る
異
世
界
の
グ
リ
ー
ド
達
の
存
在
を
…
。

水
生
系
グ
リ
ー
ド
「
結
局
、
こ
の
町
も
あ
の
世
界
と
は
変
わ
ら
な
い
み
た
い
ね

…
。
」

昆
虫
系
グ
リ
ー
ド
「
そ
う
み
た
い
ね
。
ホ
ン
ト
、
ガ
ッ
カ
リ
…
。
」

計
量
系
グ
リ
ー
ド
「
じ
ゃ
あ
、
誰
が
先
に
ヤ
ミ
ー
を
生
む
？
」

犬
系
グ
リ
ー
ド
「
俺
か
ら
行
く
ぜ
！
異
論
は
今
回
だ
け
、
認
め
ね
ぇ
！
！
ア
イ

ツ
も
今
ゎ
い
な
い
み
て
ぇ
だ
し
な
ぁ
！
」

そ
う
言
っ
て
、
メ
ダ
ル
を
適
当
に
見
つ
け
た
人
に
向
け
て
、
２
枚
投
げ
つ
け
る

と
、
そ
の
人
間
か
ら
ヤ
ミ
ー
が
分
離
さ
れ
、
誰
に
も
気
付
か
れ
ず
に
そ
の
場
か

ら
去
っ
た
。

犬
系
グ
リ
ー
ド
「
後
は
ち
ょ
っ
と
、
待
つ
だ
け
…
。
」

―
数
十
分
後
―

映
司
「
ホ
ン
ト
に
有
難
う
ね
。
比
奈
ち
ゃ
ん
…
！
」

比
奈
「
嫌
、
良
い
よ
。
今
日
、
買
い
物
に
付
い
て
来
て
く
れ
た
お
礼
だ
か
ら
…
。

」
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そ
し
て
、
ふ
と
映
司
が
別
の
方
向
を
見
た
そ
の
時
だ
っ
た
。

映
司
「
ん
…
？
」

比
奈
「
ど
う
し
た
の
？
映
司
く
ん
…
？
」

映
司
「
ゴ
メ
ン
…
！
ち
ょ
っ
と
、
行
く
所
が
出
来
た
み
た
い
！
！
」

そ
う
慌
て
な
が
ら
、
映
司
は
喫
茶
店
を
後
に
し
て
、
走
り
去
っ
て
い
っ
た
。

映
司
「
ア
ン
ク
！
！
？
」

ア
ン
ク
「
遅
ぇ
ぞ
！
映
司
！
！
」

映
司
「
あ
れ
っ
て
ヤ
ミ
ー
だ
よ
ね
…
？
」

ア
ン
ク
「
あ
ぁ
…
だ
が
、
誰
も
気
付
い
て
な
い
っ
て
の
が
、
普
通
の
ヤ
ミ
ー
と

違
う
所
っ
て
と
こ
か
…
！
」

映
司
「
そ
う
み
た
い
だ
な
…
と
に
か
く
、
急
ご
う
！
」

そ
し
て
、
曲
が
り
角
を
突
っ
切
っ
た
瞬
間
、
そ
こ
に
は
先
程
ま
で
に
い
た
ヤ
ミ

ー
が
立
ち
止
ま
っ
て
い
た
。

ア
ン
ク
「
コ
イ
ツ
…
成
長
す
る
気
か
！
？
」

ヤ
ミ
ー
の
包
帯
が
溶
け
出
す
と
、
中
か
ら
犬
の
よ
う
な
ヤ
ミ
ー
が
現
れ
た
。

ア
ン
ク
「
見
た
事
な
い
ヤ
ミ
ー
だ
な
…
。
と
り
あ
え
ず
、
変
身
し
ろ
！
！
」
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映
司
「
分
か
っ
た
…
。
」

映
司
は
ア
ン
ク
が
徐
に
渡
し
た
メ
ダ
ル
を
受
け
取
る
と
、
メ
ダ
ル
を
入
れ
、
オ

ー
ス
キ
ャ
ナ
を
手
に
取
り
、
ス
キ
ャ
ン
し
た
。

映
司
「
変
身
！
」

「
サ
イ
、
ト
ラ
、
タ
コ
！
」

ヤ
ミ
ー
が
此
方
に
向
か
っ
て
走
る
中
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
は
亜
種
形
態
の
サ
ト
ラ
タ
へ
と

オ
ー
ズ

変
身
し
た
。
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第
１
話
 

異
世
界
と
少
年
と
ノ
ク
タ
ー
ン

軽
量
系
グ
リ
ー
ド
「
こ
の
世
界
に
も
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
が
い
る
だ
と
！
！
？
」

昆
虫
系
グ
リ
ー
ド
「
何
な
の
ア
レ
！
私
た
ち
聞
か
さ
れ
て
な
い
わ
…
。
」

犬
系
グ
リ
ー
ド
「
チ
ッ
…
厄
介
だ
な
。
だ
が
、
面
白
そ
う
だ
し
、
俺
も
行
っ
て

く
る
か
！
！
」

遠
吠
え
を
叫
ん
だ
後
、
犬
系
の
グ
リ
ー
ド
は
ビ
ル
か
ら
飛
び
降
り
、
オ
ー
ズ
と

自
ら
が
生
み
出
し
た
ヤ
ミ
ー
が
い
る
場
所
へ
向
か
っ
て
行
っ
た
。

カ
ザ
リ
「
何
あ
れ
…
？
何
か
面
白
そ
う
な
事
、
起
き
て
る
み
た
い
だ
ね
。
」

オ
ー
ズ
「
は
ぁ
っ
！
！
」

オ
ー
ズ
は
頭
突
き
、
引
っ
掻
き
攻
撃
の
連
打
を
与
え
続
け
る
と
、
敵
か
ら
徐
々

に
セ
ル
メ
ダ
ル
を
落
と
さ
せ
た
。

オ
ー
ズ
「
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
メ
ダ
シ
ャ
リ
バ
ー
が
使
え
る
！
」

メ
ダ
シ
ャ
リ
バ
ー
に
ヤ
ミ
ー
が
落
と
し
た
セ
ル
メ
ダ
ル
を
３
枚
、
入
れ
る
と
、

す
ぐ
さ
ま
ヤ
ミ
ー
を
斬
っ
て
い
っ
た
。

オ
ー
ズ
「
こ
れ
で
、
終
わ
ら
せ
る
！
」

「
ト
リ
プ
ル
！
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
！
！
」

オ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
メ
ダ
シ
ャ
リ
バ
ー
を
ス
キ
ャ
ン
さ
せ
、
敵
を
斬
ろ
う
と
し

た
そ
の
時
…
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犬
系
グ
リ
ー
ド
「
さ
せ
る
か
！
！
」

巨
大
な
竜
巻
が
オ
ー
ズ
を
吹
き
飛
ば
し
、
目
標
を
反
ら
さ
せ
た
後
、
下
方
か
ら

キ
ッ
ク
を
受
け
た
。

オ
ー
ズ
「
グ
ア
ッ
！
痛
た
た
…
。
っ
て
、
グ
リ
ー
ド
！
？
」

犬
系
グ
リ
ー
ド
「
ご
名
答
…
。
ま
ぁ
、
そ
の
前
に
コ
ッ
チ
も
聞
き
だ
い
事
が
あ

る
。
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
が
何
故
、
こ
の
場
所
に
い
る
…
？
」

す
る
と
、
数
秒
後
に
背
後
か
ら
笑
い
声
が
聞
こ
え
…

カ
ザ
リ
「
代
わ
り
に
教
え
て
上
げ
る
よ
…
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
界
に
も
グ
リ
ー

ド
が
い
る
か
ら
だ
。
」

犬
系
グ
リ
ー
ド
「
貴
様
…
何
者
だ
…
？
」

ア
ン
ク
「
カ
ザ
リ
ま
で
…
？
絶
体
絶
命
っ
て
ヤ
ツ
だ
な
…
！
」

カ
ザ
リ
「
僕
の
名
前
は
カ
ザ
リ
…
。
君
と
協
力
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
だ
。

宜
し
く
…
。
」

カ
ザ
リ
が
手
を
差
し
伸
ば
す
と
、
犬
系
グ
リ
ー
ド
が
笑
い
な
が
ら
、
そ
の
手
を

繋
ご
う
と
し
た
時
…

カ
ザ
リ
「
グ
ア
ッ
…
！
！
こ
れ
は
…
何
の
つ
も
り
だ
い
…
？
」

手
を
差
し
伸
べ
た
と
思
っ
て
い
た
、
犬
系
グ
リ
ー
ド
の
腕
は
カ
ザ
リ
の
体
を
貫

通
し
て
い
た
。
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「
フ
ン
ッ
！
信
用
で
き
ん
輩
だ
か
ら
な
…
。
信
用
出
来
な
い
奴
は
例
え
、
グ
リ

ー
ド
で
も
、
我
が
敵
と
見
做
す
。
」

そ
う
言
う
と
、
貫
通
さ
せ
た
腕
を
離
し
た
。
そ
の
手
の
中
に
は
カ
ザ
リ
の
チ
ー

タ
ー
メ
ダ
ル
が
入
っ
て
い
た
が
、
犬
系
グ
リ
ー
ド
は
そ
れ
を
投
げ
捨
て
た
。

カ
ザ
リ
「
ウ
ッ
！
な
る
程
…
そ
う
い
う
事
ね
…
…
。
」

犬
系
グ
リ
ー
ド
「
な
ん
な
ら
、
今
此
処
で
潰
し
て
や
っ
て
も
、
良
い
ん
だ
ぜ
…

？
」

カ
ザ
リ
「
そ
れ
だ
け
は
御
免
だ
ね
…
。
ま
た
何
処
か
で
、
会
お
う
ね
…
ア
ン
ク

…
！
」

そ
う
言
う
と
、
カ
ザ
リ
は
フ
ラ
つ
き
な
が
ら
も
、
逃
げ
去
っ
た
。

犬
系
グ
リ
ー
ド
「
チ
ッ
…
逃
げ
ら
れ
た
や
！
ま
ぁ
、
こ
れ
で
お
前
に
集
中
出
来

る
っ
て
訳
だ
！
！
」

そ
の
瞬
間
、
鋭
い
爪
で
オ
ー
ズ
を
攻
撃
。
更
に
竜
巻
を
再
度
、
発
生
さ
せ
て
、

吹
き
飛
ば
し
た
。

オ
ー
ズ
「
ウ
ワ
ァ
ッ
！
」

ア
ン
ク
「
映
司
ィ
ィ
ッ
！
！
！
」

？
「
や
っ
と
、
見
つ
け
た
ぞ
…
ゴ
ー
ダ
ッ
ツ
。
」

そ
の
声
が
聞
こ
え
た
時
、
犬
型
の
グ
リ
ー
ド
の
動
き
が
一
瞬
、
止
ま
っ
た
。
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ゴ
ー
ダ
ッ
ツ
「
な
…
…
！
あ
の
聞
き
覚
え
の
あ
る
声
、
ま
さ
か
！
？
」

犬
型
グ
リ
ー
ド
（
ゴ
ー
ダ
ッ
ツ
）
が
背
後
を
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
ボ
ロ
ボ

ロ
の
服
を
着
た
少
年
が
立
っ
て
い
た
。

少
年
「
そ
の
、
ま
さ
か
だ
よ
…
！
！
」

ゴ
ー
ダ
ッ
ツ
「
何
故
、
貴
様
が
此
処
に
！
！
？
」

少
年
「
だ
ろ
う
な
ぁ
…
。
ま
ぁ
、
俺
だ
っ
て
最
初
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
…
。
け

ど
、
ノ
ワ
ー
ル
に
教
え
ら
れ
て
、
此
処
が
何
処
か
…
そ
し
て
、
や
る
べ
き
事
が

分
か
っ
た
よ
…
！
！
」

オ
ー
ズ
「
君
…
こ
こ
は
危
な
い
か
ら
早
く
逃
げ
て
…
！
！
」

少
年
「
ボ
ロ
ボ
ロ
な
の
に
、
そ
ん
な
事
言
わ
れ
て
も
、
余
り
説
得
力
あ
り
ま
せ

ん
よ
。
そ
れ
に
、
俺
は
貴
方
と
同
類
で
す
か
ら
…
！
」

そ
う
言
っ
た
彼
は
、
何
処
か
ら
か
ベ
ル
ト
を
取
り
出
す
と
、
腰
に
取
り
付
け
、

３
枚
の
メ
ダ
ル
を
ベ
ル
ト
に
入
れ
た
。

オ
ー
ズ
「
同
類
っ
て
、
ま
さ
か
…
！
」

少
年
「
そ
う
い
う
事
で
す
。
変
身
…
！
」

「
ジ
ャ
ッ
カ
ル
、
オ
リ
ッ
ク
ス
、
イ
ー
グ
ル
！
ジ
ャ
オ
ー
ル
！
ジ
ャ
、
ジ
ャ
オ

ー
ル
！
！
」

女
性
の
よ
う
な
音
声
で
、
歌
が
鳴
り
響
い
た
。
そ
し
て
、
歌
が
鳴
り
終
わ
る
と
、
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少
年
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
へ
と
変
身
し
て
い
た
。

オ
ー
ズ
「
見
た
事
無
い
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
だ
…
。
」

ゴ
ー
ダ
ッ
ツ
「
こ
の
世
界
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
と
、
ノ
ク
タ
ー
ン
か
…
。
今
回
だ

け
、
こ
の
場
は
逃
げ
る
と
し
よ
う
か
…
！
」

後
退
り
を
し
な
が
ら
、
そ
う
言
う
と
、
ゴ
ー
ダ
ッ
ツ
は
空
高
く
ま
で
ジ
ャ
ン
プ

し
て
逃
げ
出
し
た
。

ノ
ク
タ
ー
ン
「
逃
げ
ら
れ
た
か
…
。
ま
ぁ
、
良
い
や
…
！
そ
こ
に
ヤ
ミ
ー
も
い

る
事
だ
し
ね
。
」

ノ
ク
タ
ー
ン
は
犬
の
ヤ
ミ
ー
目
掛
け
て
走
り
、
ウ
ル
フ
ボ
デ
ィ
の
腕
が
光
り
出

し
、
腕
に
あ
っ
た
ウ
ル
フ
ク
ロ
ー
が
展
開
さ
れ
た
。

ノ
ク
タ
ー
ン
「
ハ
ァ
ッ
！
！
！
」

鋭
利
な
ウ
ル
フ
ク
ロ
ー
が
敵
を
引
っ
掻
く
。
そ
れ
と
同
時
に
、
次
第
に
引
っ
掻

か
れ
た
ド
ッ
グ
ヤ
ミ
ー
か
ら
メ
ダ
ル
が
飛
散
し
て
行
く
。

ノ
ク
タ
ー
ン
「
こ
れ
で
、
ト
ド
メ
と
し
よ
う
か
…
。
」

手
に
し
た
ノ
ワ
ー
ル
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
ベ
ル
ト
に
ス
キ
ャ
ン
さ
せ
る
と

「
ジ
ャ
オ
ー
ル
！
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
！
！
」

と
、
叫
ぶ
女
性
の
音
声
が
鳴
り
響
く
と
、
ノ
ク
タ
ー
ン
は
空
高
く
ジ
ャ
ン
プ
し
、

ジ
ャ
ン
プ
す
る
と
イ
ー
グ
ル
ク
ロ
ー
が
展
開
さ
れ
、
鳥
の
足
を
思
わ
せ
る
よ
う
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な
形
に
な
っ
た
。

ノ
ク
タ
ー
ン
「
ジ
ャ
オ
ー
ル
キ
ッ
ク
…
！
」

そ
の
セ
リ
フ
を
吐
き
捨
て
る
と
、
ノ
ク
タ
ー
ン
は
ラ
イ
ダ
ー
キ
ッ
ク
で
、
ヤ
ミ

ー
を
倒
し
た
。

ノ
ク
タ
ー
ン
「
後
は
一
匹
か
な
…
？
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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